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弊社取組みのご紹介
（ソーシャルエンタープライズとしての戦いと人創り）

弊社取組みのご紹介
（ソーシャルエンタープライズとしての戦いと人創り）

株式会社 朝日通商
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会社概要

■ 本社
■ 代表者
■ 資本金
■ 従業員
■ 設立
■ グループ企業

■ 年商

■ 車両台数
■ 営業所

香川県高松市国分寺町新名1566-1
代表取締役社長 後藤 耕司
30,000,000円
334人(グループ全体460名)
1970年5月

朝日通商ホールディングス株式会社

大川陸運株式会社・村上運輸倉庫株式会社
530,000万円（2022年9月期）
640,000万円（グループ総額）
155台（朝日通商グループ総数）
四国支店
関西支店
東洋テックス事業所
一条工務店香川センター事業所
松山事業所
高知事業所
パナソニック綾川事業所
仕上加工工場
国分寺工場
東京事務所
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事業内容

輸配送事業 55%輸配送事業 55%

販売支援事業 2%販売支援事業 2%

国際事業 1%国際事業 1%

3PL事業 18%3PL事業 18%

倉庫事業 24%倉庫事業 24%
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我が社の理念体系
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株式会社朝日通商は、１９６５年に創業しました。

創業者の後藤重美は２８歳の時に、兄の急死とともに保証倒れに合い、

無一文になって絶望の日々を送っていました。

ある日、朝日段ボールの創業者である

白井要平氏から“運送に困っている”と相談があり、

運送業を引き受けることにしました。

そのとき、創業者は「物を運ぶことがこれからの日本の産業を支えるうえで重要な使命だ」

と深く気づいたのです。創業の精神が大きな希望を生み出してくれました。

心の中に未来に対する明りがともった瞬間です。

もっとお役に立ち喜んでもらうためには、自分に何ができるかを考え、

必死で働くなかで、人の役に立つことに喜びを感じ、物流にこれからの

人生をかけることにしました。

創業の精神
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ソーシャルエンタープライズとしての責任と使命
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•国民の豊かな生活のために止めない物流
物流は国民の暮らしを支えているなくてはならない事業で我が社は物流を通して

日本の産業の発展に寄与し人々の暮らしを豊かにしなけれがならない

•運送業を魅力ある職業に変えていく
ドライバーという仕事を誇りの持てる職業にしなければならない



「私達は日本の産業の発展に寄与し、

豊かさをつなぎます」

私達は、ライフラインの担い手として安全を第一優先で考え

運送、保管、作業、製造、販売事業を通し、より効率的で無駄の無い

人と環境にやさしい物流システムを提供します。

お客様に笑顔になって頂けることを、心からのサービスと考え

お客様に合ったご提案ができるよう貢献し続けます。

経営理念
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時代の変化と共に物流を進化させることが私達の使命です。

お客様の利便性を高め、お客様の経営革新の提案をしていきます。

使命・目的
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物流は日本を支え、国民の生活を支えている。

我々は自分の仕事に誇りを持ち、

お客様の期待を乗り越えていかなければならない。

社訓
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「私達の仕事はすべての人間の生活を支えている尊いものである。

私達は会社の顔であるという自覚を持ち、誇りをもって行動し社会へ貢献する」

ドライバーの使命
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日本のモノを海外へ、海外のモノを日本へ。

大きく変化する環境の中で日本の産業を支えるには、

グローバルな視野で考えることが必要となります。

我社のネットワーク力と現場対応力をもって、

地方の豊かな日常を世界へと循環させていきます。

ビジョン
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「グローカル サーキュレーション」
～地方の豊かな日常を世界へ～



理念実現のための中期戦略

１．リレー輸送の全国展開

（持続可能な長距離輸送の構築）

２．物流DXの構築

（業務の効率化と物流品質の向上）

３．高松国際物流情報センターの構築

（地域商社事業の確立と地域産業の販売支援）

４．人財育成

（ITリテラシーの向上とグローバル人財の育成）
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リレー輸送の全国展開（関東～四国の事例）

村
上
運
輸
倉
庫

関東
中
継
地

朝
日
通
商

四国

関東 ⇔ 四国 最短12時間でお届け！関東 ⇔ 四国 最短12時間でお届け！

当日17時
出発

最速で
翌朝７時
お届け

最速で
翌朝７時
お届け

運転手
交替

運転手
交替

運転手
交替

朝日通商のリレー輸送：翌々着 ➡ 翌日着 が実現！

通常、翌朝７時に東京に着く場合、当日12時に出発しなければなりませんが、

リレー輸送は、夕方17時に出発しても、翌朝７時に東京に届けます。

当日17時
出発

朝日通商のリレー輸送とは：一つの行程を複数のドライバーで分担して輸送を行うこと。

リレー輸送：リードタイム短縮とコスト低減の両立実現

A B C D
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リレー輸送の全国展開（関東 ⇔ 四国 リレー輸送工程）
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リレー輸送の全国展開（関東～四国における各ドライバーの労働時間実績）
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リレー輸送の全国展開（東北～四国の事例）

東北
（盛岡）

四国
（全域）

最短24時間でお届け！最短24時間でお届け！
当日12時
出発

翌日12時
お届け

業
務
提
携
先

運転手
交替

朝日通商のリレー輸送は、
一つの行程を複数のドライバーで分担して輸送を行います。

通常、12時に中四国に届ける場合、前々日12時に出発しなければなりませんが、
リレー輸送は、東北を12時に出発しても、翌日12時に中四国に届けます。

当日12時
出発

村
上
運
輸
倉
庫

運転手
交替

翌日12時
お届け

コンプライアンスとコスト低減の両立を実現
リレー輸送

中国
（岡山）

黒
磯
板
室
Ⅰ
C
運転手
交替

土
山
Ｉ
Ｃ

運転手
交替

朝
日
通
商

運転手
交替
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リレー輸送の全国展開（他社との協業）
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リレー輸送の全国展開（輸送の実績及び計画）

※黄色の網掛けは予定

便 名 使用車
両台数

協力会社数
スタートの時期

運行回数（往復） 積載貨物
自社グ
ループ内

自社グ
ループ外 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 往路 復路

四国～関東便① 2 3 0 2019/11～ 38 236 236 236 236 236 住宅内装建材、食品 加工食品、
食品トレー

四国～関東便② 2 3 0 2020/2～ 216 236 236 236 236 住宅内装建材 化学品、フイルム

四国～関東便③ 2 3 0 2020/4～ 176 236 236 236 236 住宅内装建材 電動工具、化学品

四国～関東便④-1 1 3 0 2021/6～ 68 118 118 118 住宅内装建材、紙製品 家庭紙

四国～関東便④-2（冷蔵定期便) 1 3 0 2021/6～ 68 118 118 118 野菜、果物 野菜、食品、飲料

四国～関東便⑤-1 1 3 0 2021/8～ 48 118 118 118 住宅内装建材 スチール家具

四国～関東便⑤-2 1 3 0 2021/8～ 48 118 118 118 スチールフェンス 業務用冷蔵庫

静岡～東北⑥(四国～東北に変更) 2 3 2 2022/7～ 82 0 0 家庭紙 パルプ

四国～東北⑥ 3 3 2 2022/11～ 126 288 288 家庭紙 パルプ、家庭紙

四国～東海～関東⑦ 2 3 0 2022/11～ 126 236 236 住宅内装建材 食品、雑貨

関東～中国⑧ 2 3 1 2023/5～ 177 236 ガラス 運搬用架台

九州～関東⑨ 3 3 1 2023/5～ 177 236 家具 雑貨
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トラック内寸長さ 10,200mm

600mm

トラック
内寸高さ
2,647mm

リレー輸送の全国展開（リレー輸送における使用トラックの特性）

◎従来のトラックより1100×1100のパレットが2枚多く積めます

お客様ご利用可能スペース
※通常のトラックより600mm長くなっています

従来のトラック約9,600mm

① ③ ⑤ ⑦ ⑨ ⑪ ⑬ ⑮ ⑰

② ④ ⑥ ⑧ ⑩ ⑫ ⑭ ⑯ ⑱

パレット積付け状況

最大積載量 14,000kg



リレー輸送の全国展開（シャトル便について）

香川

香川 関西（大阪）

関西（京都）

P社様 積込P社様 積込

当日往復

R社様 積込R社様 積込

P社様 納品P社様 納品

R社様 納品R社様 納品

朝日通商のシャトル便とは：関西 ⇔ 香川を１日で往復運行すること。

シャトル便：当日往復で車両稼働率が上がることでコストダウン
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物流DXの構築

１．受発注システム開発
顧客・弊社双方の事務効率アップ

２．ドライバーナビの開発
運行品質の安定化・効率アップ

３．自動配車システムの導入
配車効率アップ・事務効率アップ

４．お客様への情報提供の仕組みづくり
お客様が必要な情報をHPなどから取得可能

５．お客様情報の収集の仕組みづくり
お客様の求めるサービスの開発や改善への活用

業務効率化
顧客接点・対応強化

社内コミュニケーションの強化

顧客満足度の向上

社員エンゲージメントの向上
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物流DXの構築（配車業務の課題）

お客様受注データ 当社
・受注売上入力
・配車表記載
・指示書作成
・外注依頼書作成

・手配状況報告
・車両連絡書作成
・FAX送信（車両情報連絡）
・配送完了報告

・配送依頼作成
・依頼書出力
・FAX送信（依頼）
・手配状況確認

外注依頼

業務指示

・車両登録入力
・車両連絡書作成

車両情報連絡

作業のムダが多い
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物流DXの構築（受注～請求～会計）
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「あと5分で到着です！
守衛で受付け後、番号札
を取って駐車場で待機し

てください。」

「納品先マニュアル
№A１４－５を参照
してください。」

「構内速度を守ってく
ださい、過去クレーム
があります。」

位置情報・ルートの見える化
お客様と当社で情報共有

運行実績・作業実績を蓄積
納品先情報・積地情報の更新
で品質安定化

電子サインで受領書をリアル
タイム送信

音声案内機能でドライバーに
よる品質のバラツキを解消、
配車効率も向上

物流DXの構築（ドライバーナビ）
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物流DXの構築（ドライバーナビ）
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物流DXの構築（ドライバーナビ）
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日本の市場が縮小
することが心配

世界の富裕層に美味しい
お米を食べてもらいたい

現在、香港に輸出しているが
輸送コストが高い

ある経営者からの相談

高松国際物流情報センターの構築（地域商社事業による地域産業の販売支援）



販売先をどうやって探すか

国内消費の減少・海外展開したい

いつ着くのか、いくら必要か
すぐ知りたい

言葉が通じるか不安
国内輸送、貿易手続き、現地配送な
どそれぞれどこに依頼したらいいか
分からない

お客様の
思い・悩み

高松国際物流情報センターの構築（地方の企業経営者の悩み）

期待はあるが海外へのハードルは
高いと半ば諦めていた

小ロットなので輸送費が高くつく

売れた後の商品に対するフィード
バックが欲しい
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販売先をどうやって探すか。

国内消費の減少・海外展開したい

小ロットなので輸送費が高くつく
いつ着くのか、いくら必要か
すぐ知りたい

言葉が通じるか不安

マーケティングで市場調査、商習慣、
法規制などをの情報提供

小ロットを集めて混載で高松から輸
出

情報センターで海外バイヤーとの情
報交換

商談代行

売れた後の商品に対するフィード
バックが欲しい

受注システムの共有により、手続き
進捗状況が共有できる

バンニング、国内輸送、貿易手続き、
現地配送まで一貫で請負いが可能

お客様の
思い・悩み

こんな
サービスが

あれば

高松国際物流情報センターの構築（地方の企業経営者のお悩み解決策）

国内輸送、貿易手続き、現地配送な
どそれぞれどこに依頼したらいいか
分からない
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高松国際物流情報センターの構築（瀬戸内グローカルラボの立上げ）
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グロラボ台湾開催 物流現場

高松国際物流情報センターの構築（瀬戸内グローカルラボでのStudy）
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高松国際物流情報センターの構築（瀬戸内グローカルラボでのConnect）
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高松国際物流情報センターの構築（瀬戸内グローカルラボでのBusiness）
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商談と売上実績

売上金額 商談社累計

商談数 約6２社
海外輸出成約社数

約43社 輸出合計金額
2,520万円

✔輸出の実績ができた
✔コロナ禍でZOOMにより商談がスムーズに行えた
✔一連のスキームができた
✔行政とのつながりができた
✔地域でグローカルラボの認知度が上がり紹介が増えた
✔グローカルラボの運営をすることで若いスタッフが成長している

良かった点

✔地域の生産者との関係性を高め商品知識を増やす
✔マーケティング力の強化 売り先開拓
✔人財育成（営業、貿易実務のスキルアップ）
✔社内の関心ごとにし協力者を増やす

今後の課題

高松国際物流情報センターの構築（瀬戸内グローカルラボでのBusiness）
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人財育成（コミュニケーションの質と量を増やす）

何 を 誰 が 頻度と時間
方針説明会 全従業員 1回/年.   4時間

全体朝礼 全従業員 1回/月.   30分

13の徳目朝礼 部門内メンバー同士 毎日.    15分

日報報告 個人と部門長 毎日.    就業時に提出

個人面談 個人と部門長 1回/3か月.  60分

部門ミーティング 部門内メンバー同士 必要時に都度

ワーキンググループ活動 各WG活動の関係者 2回/月.   60～90分

トライエスミーティング ドライバーと管理者 1回/月.   30分
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１）戦略や取り組みが伝わっていない

２）人材の知識や能力不足

３）稼働時間不足

人財育成（今まで上手くいかなかった原因）
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１）戦略や取り組みが伝わっていない

２）人材の知識や能力不足

３）稼働時間不足

人財育成（今までとやり方を変えた）

コミュニケーションの質と量を増やす

基本から丁寧に身に付けていく

兼務は無くす
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1回 1２回

全体朝礼方針説明会

人財育成（コミュニケーションの質と量を増やす）
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人財育成（コミュニケーションの質と量を増やす）

13の徳目朝礼
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チャットワークによる日報報告

人財育成（コミュニケーションの質と量を増やす）
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４年経った今

４．気づき
今月は給与の締め日数がタイトですが、昨日も出勤し、本日 責任をもって給与
処理を仕上げてくださった○○さんとチェックをしていただいている○○さん
に感謝です。
部門の皆さんの協力もあってのことだと思いますし、みんなが頑張っている
からできることなんだなと改めて思います。
また、○○さんは 新入社員教育もして下さっています。

会社は、みんな一人ひとりが役割を果たしているから成り立っ
ていると心から思いますし、自分も一員として全力で取り
組みます。

人財育成（コミュニケーションの質と量を増やす）
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人財育成（各WGで基本をマスター）

（営業スキルアップWGでの動画ロープレ実習） （配車改善WGでの改善発表 ビフォーアフター）
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人財育成（WGで基本をマスター）

✔ 実務に役立つ
✔ 自分の成長が実感できる
✔ 会社や他者へ貢献できる

戦略推進することができる

（IT活用力アップWGの効率的なシステム利用法のレクチャー）

効果検証
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人財育成（各WGで基本をマスター）

（5S改善WGでの改善成果発表）８か月に及んだ大プロジェクト
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人財育成（兼務は無くす）

選択と集中
・成果を生むために、重要かつ優先的に取り組む
・成功体験を得て、やりがいにつなげる
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ご清聴いただき、

誠にありがとうございます。


